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平常時の備え（ わが家の防災対策②）

●がけや斜面の近く では特に次のよう なこ と を心がけましょ う 。

●以下のポイント をチェッ クし 、適切に補修を行ってく ださ い。

不安定な屋根のアンテナの補強。

瓦のひび、 割れ、 ずれ、 はがれがないか。

ト タ ンのめく れ、 はがれはないか。

雨どいに落ち葉や砂が詰まっていないか。

雨戸にガタ ツキやゆるみはないか。
継ぎ目の外れや塗装のはがれ、 腐り はないか。

通路や出入口には、 避難の際の妨げ

になら ないよう 、 で き るだ け自転車

やベビーカーなどの物は置かない。

土中にし っかり し た基礎、 控え壁の
ないも のは補強。

ひび割れや鉄筋のサビはないか。

強風による飛来物などに備え、 外

側から 板でふさ ぐ など の処置を。

飛散防止フィ ルムを貼る、 ひび割
れ、 窓枠のガタ ツキはないか。

鉢植えや物干し 竿など

飛散の可能性が高いも

のは室内へ。

プロ パン ガスのボンベはし っかり 固定

さ れているか。
植木鉢などは整理整頓を。 風に飛ばさ

れそう なも のは事前に屋内へ。

側溝が詰まる と 、 道路

冠水や浸水の原因に。

日頃からの清掃を。

板壁に腐り や浮きは
ないか。

モルタルの壁に亀裂
はないか。

斜面の状態の変化に

十分注意し ましょ う 。

●少なく と も 3 日（ でき れば 1 週間）は自力で生活できるよう に準備

上記リ スト を 参考に、特に乳幼児用品、高齢者用品等、災害時に配慮すべき方の用品も 、家族構成に合わせて追加し まし ょ う 。

避難すると きに最初に持ち出すのが「 非常持ち出し 品」。

災害直後から混乱が収まるまでの数日間、自給自足するための物資が「 備蓄品」です。
以下は一例です。とく に非常持ち出し 品は、持って逃げら れる量にし ましょ う 。

（ 男性15 kg 　 女性10 kg が目安）

備蓄品および非常持ち出し 品

□現金　 ※公衆電話用に硬貨も

□印鑑

□家や車の予備鍵

□証書類のコ ピー

( 健康保険証、免許証、通帳、

保険証書、権利書など )

□飲料水　 ※1 人1 日3ℓ

□食品　 ※アルファ ー化米、長期保存食品など 専用品の他、

下記ローリ ングスト ッ クの活用を

□給水用ポリ タ ンク ・ バケツ

□カ セット コンロ ・ ガスボンベ

□使い捨ての食器類

□食品用ラップ

□ランタ ン

□災害用ト イレセット

□からだ拭きシート

□水のいら ないシャンプー

□ガムテープ

□ビ ニールシート

□携帯ラ ジオ　 ※予備電池も

□携帯電話（ スマート フォン ）の充電器

□モバイルバッ テリ ー　 ※ラ イト 付き が便利

□筆記用具

□救急セット

　 ※常備薬も

□タ オル

□マスク

□消毒液

□体温計

□ト イレット ペーパー

□ウェ ット ティ ッ シュ

□ビ ニール袋

□下着類

□オムツ

□懐中電灯

　 ※予備電池も

□ヘルメ ット

□防災ずきん

□軍手

□スリ ッ パ

□笛やブザー

　 ※居場所を 知らせるも の

□マッ チ・ ラ イタ ー

□毛布・ 保温シート

□使い捨てカイロ

□生理用品（ 生理1 周期分）

□おり も のシート

□携帯用ビ デ、軟膏

□スキンケア用品

　 基礎化粧品等

□非常食

　 ※軽く 高カロリ ーのも の

□飲料水

□給水袋

定期的に点検を！
いざと いう と きに支障がないよう に

食品類の賞味期限や持出用品の

不備を定期的に点検し まし ょ う 。
●事前に準備出来ているか、チェ ッ ク □し まし ょ う 。✓

❶

❷❷

❸❸

❹❹

❺❺

❻❻
❼❼

❶落ちそう な岩や土のかたまり は撤去する。
❷崩れそう な所は木や板の柵、石積をする。
❸こ われた石垣などは修理や補強を。
❹風でゆれる大きな木は地面をゆさ ぶら れないよう 枝を 切る。
❺がけの危険な部分はビニールなどで覆い、雨水の浸みこ みを防ぐ 。
❻雨水をがけに流さ ないよう に水路を造る。
❼水路はゴミ を掃除する。

ペット のいる家庭

飼い主の緊急連絡先・ 預け先などの情報

療法食・ 薬

ペット フード（ 7日分以上）

キャリ ーバッ グやケージ

予備の首輪・ リ ード（ 伸びないもの）

排泄物の処理用具

（ 出典： ふく し まマイ 避難ノ ート ）

ペット シーツ

食器

タ オル・ ブラシ

おもちゃ

●基本的なしつけやワクチン接種
　 を行い、 ケージにも慣れさせて
　 おきましょ う 。
●ペット には飼い主の明示をし
　 ましょう 。

ペット も大事な家族です。
ペット と の避難について、
日頃から備えておきましょう 。
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平常時の備え（ わが家の防災対策①）

●事前に準備出来ているか、チェッ クし まし ょ う 。

部屋がいく つも ある 場合

は、 人の出入り が少な い

部屋に家具をまと めて 置

く 。 無 理な 場 合 は、 少し

でも 安全なス ペース がで

きるよう 配置換えする。

就寝中に地震に襲われると

家具が倒れるおそれがあり

危険。 やむをえず置く 場合

は、 なるべく 背の低い家具

にすると と も に、 寝ている

場所に倒れないよう 、 また

出入口を ふさ がな いよ う 、

向きや配置を工夫する。

家具と 壁や柱の間に遊びがあると 倒

れやすい。 家具の下に小さ な板など

を差し 込んで、 壁や柱により かかる

よう に固定する。 また、 金具や固定

器具を使って転倒防止策を万全に。

L字金具や支え 棒な

ど で 固定する 。二段

重ねの場合はつなぎ

目を 金具でし っ かり

連結しておく 。

玄関など の出入口まで の通路

に、 家具な ど 倒れやすいも の

を置かない。 また、 玄関にいろ

いろも のを 置く と 、 いざと いう

と きに、 出入口を ふさ いでし ま

う ことも 。

地震による火災の原因の多く は電気が

関連。 電気スト ーブ や電気コ ンロ の転

倒や、 停電復旧時の通電火災 ( 破損し

た電気コ ード のショ ート によ る 出火な

ど ) がある。

電気火災を防ぐ ためには、 感震ブレー

カーの設置が有効。

夜間就寝時、 停電になると 周囲の確認

ができず危険。

地震の場合はガラ スが散乱し たり 、 部

屋に閉じ 込めら れること も ある。 普段

寝る 場所から 手の届く と こ ろに懐中電

灯やスリッ パ、 ホイッスルを。

所 定 の取り 付

け場所(運搬用

取っ 手など ）を

転 倒 防 止ベ ル

ト で 壁 や 柱に

固定する。

本体にナイ ロン

テ ープ など を 巻

き つ け 、取り つ

けた金具など で

固定する 。脚に

は、すべり 止めを

つける。

テレ ビ 台と テレ ビ を

直接固定するのが有

効。脚な ど に専用の

取り 付け箇所がある

場合はボルト 等で 取

り 付け、そう でないも

のは転倒防止ベルト

などで固定する。

L字金具など で 固

定し 、棚板には滑

り にく い 材 質 の

シ ート やふき んな

ど を 敷く 。重い食

器 は下 の 方 に 置

く 。扉が開かない

よう に止め金具を

つける。

チ ェ ーン と 金

具を 使って 数

箇 所止 め る 。

蛍光灯は蛍光

管の両端を 耐

熱テ ープ で 止

めておく 。

●事前に準備出来ているか、チェッ クし まし ょ う 。
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わが家の「 緊急・ 救急情報」防災メ モ

家族の集合場所

集合場所 避難所・ 避難場所 連絡方法

家族の連絡先及び救急情報

氏　 名

型

型

型

型

型

型

続柄 血液型生年月日電話番号（ 自宅・携帯） 電話番号（ 会社・学校） 救急情報（ 持病・アレルギー・常備薬）

親族・ 知人

緊急ダイヤル

氏　 名 電話番号間柄

災害用伝言ダイヤル「 1 7 1 」

伝言を残すには

伝言を聞く には

消防へ火事・ 救急・
救助の連絡

警察へ事件・
事故の連絡

海上の事件・
事故の連絡

かかり つけ医療機関

医療機関名 電話番号

被災地の電話番号、携帯電話などの電話番号

伝言を残す

伝言を聞くに電話する をダイヤルする

※市外局番からダイヤルし てく ださ い

を押す

非常時・ 緊急時に連絡してほし い方や、利用し てもらいたい、わが家の情報です。

災害時に救助の方や、緊急時に救急隊・ 医療機関などに情報を提供します。

災害時には電話がつながりにく く なります

「 1 7 1 」に電話をかけると 、伝言の録音や再生ができます
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マイ避難シート  ～自分にあった避難行動を考えよう ～

「 マイ 避難シート 」は、一人一人の家族構成や、自宅や職場の洪水リ スク に合わせて、どのよう な避難行動が必

要か、どのタ イミ ングでどこ へ避難するのが適切なのかを 事前に考え、家族で共有し ておく 避難計画です。水

害の危険から 安全に避難するために、家庭や職場で確認し ながら 、作ってみましょう 。

大雨・ 洪水・

高潮注意報

（ 気象庁）

早期

注意情報

（ 気象庁）

高齢者等 避難 避難指示
緊急
安全
確保

洪水浸水想定区域

警戒
レベル

今後気象 状 況
悪化のおそれ

気象状 況
悪化

災害のおそれあり
災害発生

または切迫
災害のおそれ高い

【 記入例】

洪水浸水想定区域

※避難行動については「 誰が」「 どこに」「 誰と」「 どのよう に」 避難するかを記入しましょう 。

福島県作成「 ふく し まマイ避難ノ ート 」 の内容を再構成

など など など

（ 父）  テレビの天気予報を注意

（ 父）  家族全員の今後の予定を確認

（ 母）  防災グッズの準備

（ 母）  １ 週間分の薬を病院に受け取り に行く

（ 私）  テレビ、インタ ーネット 等で雨や川の

 様子に注意

（ 父）  ハザード マップで避難場所、避難手段を確認

行
動
「
誰
が
」・「
何
を
す
る
か
」

『

命

を

守

る

行

動

を

』

（ 祖父母）  〇〇保健センタ ーに、ヘルパーさんと 車で

 避難する。（ 15 分）

（ 私）   川の水位をインタ ーネット で確認

  テレビで洪水予報の確認

（ 私、父、母）

　 〇〇高校体育館に徒歩で避難する。

　 （ 2 0 分）

大雨・ 洪水・

高潮注意報

（ 気象庁）

早期

注意情報

（ 気象庁）

高齢者等 避難 避難指示
緊急
安全
確保

警戒
レベル

今後気象 状 況
悪化のおそれ

気象状 況
悪化

災害のおそれあり
災害発生

または切迫
災害のおそれ高い

行
動
「
誰
が
」
・
「
何
を
す
る
か
」

『

命

を

守

る

行

動

を

』


